
斤量 クラス コース ※文字色の意味

別定 GI 中山 赤…GOOD妙味大な馬		青…BAD危険な馬

紫…DARKHORSE穴馬

枠番 名前 騎手 父 父系統 母父 母父系統 血統 適性 能力 ﾃﾞｰﾀ ﾍﾟｰｽ 総合 人気 印 結果 大駆値 血統

1 ラインスピリット 武豊 ｽｳｪﾌﾟﾄｵｰｳﾞｧｰﾎﾞｰﾄﾞ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ トニービン グレイソヴリン A D D E D D 11 消 11

2 ヒルノデイバロー 四位 マンハッタンカフェ サンデーサイレンス ゴーフォージン リボー C C C E C C 14 △6 14

3 ワンスインナムーン 石橋脩 アドマイヤムーン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ヘクタープロテクター ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ A B B C B B 6 ◯ 6

4 スノードラゴン 大野 アドマイヤコジーン グレイソヴリン タヤスツヨシ サンデーサイレンス C B D E D D 16 消 16 適性

5 アレスバローズ 藤岡佑 ディープインパクト サンデーサイレンス トニービン グレイソヴリン D C B E C C 4 △4 4

6 ダイメイプリンセス 秋山 キングヘイロー リファール ダンスインザダーク サンデーサイレンス B B B C B B 9 △1 9

7 キャンベルジュニア 田辺 エンコスタデラゴ ノーザンダンサー リダウツチョイス デインヒル B C C D C C 10 △2 10

8 ファインニードル 川田 アドマイヤムーン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ﾏｰｸｵﾌﾞｴｽﾃｨｰﾑ ミルリーフ A B A A A A 1 ◎ 1 データ

9 ラブカンプー 和田 ショウナンカンプ プリンスリーギフト マイネルラヴ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B C B E B C 8 △5 8

10 レッツゴードンキ 岩田 キングカメハメハ キングマンボ マーベラスサンデー サンデーサイレンス B B C C C C 3 △3 3

11 セイウンコウセイ 池添 アドマイヤムーン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ カポーテ シアトルスルー A A B B B B 5 ▲ 5

12 ナックビーナス モレイラ ダイワメジャー サンデーサイレンス モアザンレディ ヘイロー B A B A B B 2 ☆ 2

13 ティーハーフ 国分優 ストーミングホーム ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ グリーンデザート ダンジグ B C D E D D 15 消 15

14 ラッキーバブルズ プレブル セブリング ヘイロー ヒューソネット ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ B C C D D D 12 消 12

15 ムーンクエイク ルメール アドマイヤムーン ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ ホーリング エタン A D C A D D 13 消 13 ペース

16 レッドファルクス 戸崎圭 ｽｳｪﾌﾟﾄｵｰｳﾞｧｰﾎﾞｰﾄﾞ ﾐｽﾀｰﾌﾟﾛｽﾍﾟｸﾀｰ サンデーサイレンス サンデーサイレンス A C C E D D 7 消 7

※背景色付は特注血統保持馬(名前欄に色付きは母母が保持) ※評価はこのレース中の相対評価になります

上3F 下3F

ラップタイム

穴馬
ダイメイプリンセス=直線巧者と見られているが普通に
1200mでも通用する馬。ただ、前走を見ても脚が一瞬しか
使えない印象で、今回はその脚をタイミングよく使える
かが鍵になりそう。穴としては面白そうだがこれ以上は
評価できなかった。

タイム

REVIEW
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ミスプロ系の血を持つ馬の活躍が目立ち、エンドス
ウィープやキングカメハメハの血を持っている馬の活躍
が際立っています。特に父エンドスウィープ系の馬はス
プリントGIで４連勝中。

テンは下り坂で早くなるが、最後は坂が待ち受けるタフ
なコース。とにかく持久力があり、中山コースへの適性
がありそうな馬を狙いたい。

◯4,5歳馬　△6,7,3歳
×7歳以上の関西馬(0-0-0-16)
△牝馬で当日6番人気以下(0-0-5-22)
◯前走キーンランドC(2-3-5-32)
×前走G2・G3で10着以下且つ当日7番人気以下(0-0-0-18)
同年のJRAの1400メートル以上のレース”における優勝経
験の有無
×前走と異なる騎手	0-0-5-57	0%	0%	8.1%

ワンスインナムーン以外はハナじゃなくてもOKというタ
イプ。枠順並びを見ても極端には競り合わないか。道悪
馬場で後ろが差しにくくなりそうで、ある程度前残りを
想定したい。

危険な馬
PREVIEW レッドファルクス=近２走を見てもテンのスピードの衰え

が顕著。もうこの距離ではついていけないはずで、その
上で大外枠となると後ろをついて回るだけで終わると思
います。大して人気もしないか。

　今年のスプリンターズステークスのポイントは展開と馬場に尽きるか。ワンスインナムーン、セイウンコウセイ、ラブカンプー、ナックビーナスと前走逃げた馬が揃ってはいるが、本当に何が何でも逃げなければいけないの
はワンスインナムーンだけ。そのワンスインナムーンが同型の中ではもっとも内の枠に入りましたし、この馬があっさりとハナを奪う展開が想像しやすいか。どの陣営、騎手もワンスインナムーンと競り合ってまではハナ争い
はしないはずで、そうなれば案外隊列は落ち着いてここ数年のスプリンターズステークスと同じでそこまでの激流レースにはならない感じがします。

　そして問題は馬場ですが、、、日曜日は午後から関東地方に直撃との事で相当な馬場悪化は免れそうな感じ。と言ってもどこまで馬場が悪くなるのかは難しいところで、馬の能力が一切問われないような道悪適性だけが問わ
れる馬場になってしまう可能性も。そうなると完全にカオスなレースになりそうですが、そこまで酷くはならないとみて許容範囲の道悪馬場想定で予想を組み立てました。

　本命は許容範囲の馬場なら◎ファインニードルが堅軸。前走は明らかな叩き仕上げを完勝。スタート速くてどんな競馬もできるタイプ。揉まれても大丈夫な上に溜めればきっちりと脚も使える。隊列を考えると絶好枠を引
けたと言っていいですし、ここはよほど台風で泥んこ馬場にでもならない限りは堅軸と言えるんではないだろうか。

※日曜の雨量詳細が出て予想以上に降りそうならば◎セイウンコウセイにする予定です。

妙味大な馬
ファインニードル=前走は明らかな叩き仕上げを完勝。ス
タート速くてどんな競馬もできるタイプ。揉まれても大
丈夫な上に溜めればきっちりと脚も使える。隊列を考え
ると絶好枠を引けたと言っていいですし、ここはよほど
台風で泥んこ馬場にでもならない限りは堅軸。
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スプリンターズステークス 芝1200m 重想定 平坦 中荒れ D

レース名 距離 馬場 レース質 荒れ度 自信度



枠番 名前 騎手 印 総合評価 想定人気 結果

1 ラインスピリット 武豊 消 D 11 0

2 ヒルノデイバロー 四位 △6 C 14 0

3 ワンスインナムーン 石橋脩 ◯ B 6 0

4 スノードラゴン 大野 消 D 16 0

5 アレスバローズ 藤岡佑 △4 C 4 0

6 ダイメイプリンセス 秋山 △1 B 9 0

7 キャンベルジュニア 田辺 △2 C 10 0

8 ファインニードル 川田 ◎ A 1 0

9 ラブカンプー 和田 △5 C 8 0

10 レッツゴードンキ 岩田 △3 C 3 0

11 セイウンコウセイ 池添 ▲ B 5 0

12 ナックビーナス モレイラ ☆ B 2 0

13 ティーハーフ 国分優 消 D 15 0

14 ラッキーバブルズ プレブル 消 D 12 0

15 ムーンクエイク ルメール 消 D 13 0

16 レッドファルクス 戸崎圭 消 D 7 0

前走を見てもこの距離でのスピード勝負は分が悪い。外枠で位置も置かれそうですし、まず届かないと見ていい。

近２走を見てもテンのスピードの衰えが顕著。もうこの距離ではついていけないはずで、その上で大外枠となると後ろ
をついて回るだけで終わると思います。大して人気もしないか。

道悪馬場自体は良さそうだが、最近は末脚の質が若干鈍って来た感じはあり。流石にGIでは厳しいんではないだろう
か。

スプリント路線が強い香港馬ではあるが、昨年から明らかに能力の衰えが見える印象。最近ではテンについていけずに
後ろからの競馬になることがほとんどで、今回もこの枠だと後ろからの競馬になる。

とにかく揉まれずにスムーズな先行策が取れれば強い馬。今年に入ってからは復調気配も見えますし、今回のメンバー
に入っても能力差はない。年齢を考えても衰えもないだろう。２年前の高松宮記念や渡月橋Sの内容を見てもかなりの
道悪巧者。馬場が渋れば渋るほどこの馬は有利になりそうだ。

前走はモレイラが完璧なラップ配分で逃げ切ったのが勝因。それでも近走のレース内容を見ても明らかに力をつけてき
ており、人馬ともにスタートが速いのは間違いなく武器。渋った馬場も相対的に味方にしそうですし、外目の３、４番
手からの競馬なら今のこの馬なら崩れないか。

能力はここでも通用するが、どう考えてもローテーション的にきつい。調教の動きも完全に落ちていますし、これで好
走したら化け物だと思うが。。。能力はあるだけに最後まで切るか迷う馬だ。

前走のキーンランドCは休み明けで叩き仕上げとはいえ全盛期なら３着には来ていた競馬。すでに6歳秋で牝馬としては
衰える時期。調教の動きを見ても以前よりは動かなくなって来ている感じもあり、ここは人気になるだろうがそろそろ
これぐらいのタイミングで衰えを見せるんではないだろうか。

キーンランドCは一番厳しい部分で動いて悪くない競馬。スプリント適性は十分にありそうで、GIでの相手強化や馬場
悪化に耐えられれば３着ぐらいはあっても。

前走は明らかな叩き仕上げを完勝。スタート速くてどんな競馬もできるタイプ。揉まれても大丈夫な上に溜めればきっ
ちりと脚も使える。隊列を考えると絶好枠を引けたと言っていいですし、ここはよほど台風で泥んこ馬場にでもならな
い限りは堅軸と言えるんではないだろうか。

ここ２戦はスタートも決めて非常に強い競馬。ただ、父ディープインパクト×母父トニービンの配合の馬はやはりスプ
リントの頂上舞台では信用しにくい。全兄も中距離のサンライズタイセイ。血統で走るイメージが持てないので抑えま
で。

直線巧者と見られているが普通に1200mでも通用する馬。ただ、前走を見ても脚が一瞬しか使えない印象で、今回はそ
の脚をタイミングよく使えるかが鍵になりそう。穴としては面白そうだがこれ以上は評価できなかった。

前走の朱雀Sは抜群のスピードを見せての独り舞台。レースラップを見ても十分にスピードはGIで通用するものを見せ
ており、スピードを強調する競馬ができればここでも上位の存在。枠並びを見てもあっさりハナを奪えそうですし、道
悪で後ろの馬の末脚が鈍れば粘る可能性は上がりそうだ。

台風の影響で馬場が渋るのは良さそうだが、それでも流石にもう芝のスプリントGIではスピード不足。馬券圏内までは
厳しいだろう。

前走は出遅れて大外ぶん回しでノーカウントが可能な競馬。とにかくよくわからない時に好走するムラ駆け馬で道悪も
問題ないタイプ。全く人気なさそうなので抑えておきたい。

PREVIEW REVIEW
とにかくバテずにじわーっと伸びてくる馬。キレないので積極策を取らなければダメな馬だが、今回は同型も多数で厳
しい競馬は必然。道悪もダメなので厳しい。


